
現地調査

　

本
委
員
会
は
、
付
託
議
案
３

件
、
請
願
１
件
の
計
４
件
に
つ

い
て
、
12
月
22
日
に
書
面
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
市
単

独
小
中
学
生
入
院
医
療
費
助
成

事
業
費
が
増
額
に
な
っ
た
理
由

は
何
か
、
②
平
成
28
年
10
月
か

ら
医
療
費
が
完
全
無
料
化
に
な

っ
た
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診

な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し

た
の
で
は
な
い
か
、
③
石
鎚
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ

Ｏ
内
の
リ
ー
ド
競
技
場
に
新
た

に
常
設
屋
根
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
、
④

西
条
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
内
に
新
設
す
る
水
汲
み
施

設
の
活
用
方
法
な
ど
、
予
算
案

に
係
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本

会
議
（
１
月
10
日
）
で
委
員
長

報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

議
案
３
件
は
可
決
、
請
願
１
件

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
付
託
議
案
14

件
、
請
願
４
件
の
計
18
件
に
つ

い
て
、
12
月
22
日
に
書
面
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
職
員

定
数
条
例
に
定
め
ら
れ
た
職
員

数
を
適
正
に
配
置
し
、
組
織
の

充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

②
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
に
お
け
る
経

費
の
負
担
割
合
は
ど
う
か
、
③

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
検
討

事
業
の
内
容
、
④
自
治
体
シ
ン

ク
タ
ン
ク
に
お
け
る
議
会
と
の

連
携
に
対
す
る
考
え
方
、
⑤
地

域
自
治
組
織
の
結
成
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
市
の
組
織
体

制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
な
ど
、
予
算
案
や

条
例
案
に
係
る
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本

会
議
（
１
月
10
日
）
で
委
員
長

報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

議
案
14
件
は
可
決
、
請
願
２
件

は
不
採
択
、
２
件
は
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
付
託
議
案
６

件
に
つ
い
て
、
12
月
22
日
に
現

地
調
査
の
後
、
書
面
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
西
条

市
通
学
路
安
全
推
進
連
絡
協
議

会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
通
学
路

の
危
険
箇
所
の
対
応
状
況
、
②

西
条
市
椿
交
流
館
の
指
定
管
理

委
託
料
に
つ
い
て
は
、
改
修
を

完
了
さ
せ
て
か
ら
上
限
額
を
積

算
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か

な
ど
、
予
算
案
や
条
例
案
に
係

る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本

会
議
（
１
月
10
日
）
で
委
員
長

報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、

議
案
６
件
は
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

高
齢
者
に
対
し
、
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
を
ど
の

よ
う
に
促
進
し
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
平
成
18
年
１

月
か
ら
市
の
高
齢
者
交
通

安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
お
お
む

ね
70
歳
か
ら
89
歳
ま
で
の
高
齢
者

宅
を
戸
別
訪
問
し
、
交
通
安
全
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
累
計
約
５
万
８
千
人
を
訪
問
し

て
お
り
、
訪
問
の
際
に
は
、
改
正

道
路
交
通
法
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
手

渡
し
、
認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す

る
こ
と
で
自
主
返
納
に
つ
い
て
前

向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
自
主

返
納
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　

自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
市

街
地
な
ど
へ
の
拡
充
を
検
討
し
た

り
、
既
存
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
施
策
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
現
在
の
教
職
員
数
で
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
か
。

不
登
校
と
は
、
多
様
な
要

因
・
背
景
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
不
登
校
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
行

為
を
問
題
行
動
と
判
断
し
て
は
な

ら
な
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
、
各

小
・
中
学
校
が
指
導
・
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
と
向
き

合
う
時
間
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
確
保

す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
ま
で
に

市
内
全
小
・
中
学
校
に
公
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
学
校
現
場
で
の
公
務
の

効
率
化
が
進
み
、
ゆ
と
り
を
も
っ

て
児
童
・
生
徒
の
指
導
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後
も
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の

多
様
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

組
織
的
で
継
続
的
な
指
導
・
支
援

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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自
主
返
納
の
取
組
は
？

　
　
　
　
　

  

運
転
免
許
証

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援

    

理
解
と
受
容
の
姿
勢
で
！

答

答

常任委員会審査レポート
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